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Alkalemic conditions result in blood clotting in the circuit soon after 
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論文審査の要旨 

 

本研究は、体外循環開始後早期に出現しやすい血液凝集塊についてその原因

と対策を検討した研究である。まず、人工肺への酸素ガス吹送や、回路内への

NaHCO3（メイロン）添加によるアルカレミア環境が、可逆的に血液凝集塊を形成

すること、同時にこのアルカレミア環境が、血小板凝集能を亢進せず、血液凝

固時間を短縮しないことから血栓止血機構の関与が少ないことを明らかにした。

次に、アルカレミア環境下で出現する「いが状赤血球」は変形能が低下して細

孔の通過障害を呈しやすいことに着眼した結果、「いが状赤血球」は同じ pH で

あっても NaHCO3 の濃度が高いほど出現しやすく、アルブミン添加はその発生頻

度を有意に低下することを見出した。さらにヘパリン化牛血による in vivo 類

似環境でも、アルカレミア環境は血液凝集塊を形成しやすく、アルブミン添加

は血液凝集塊形成を予防しうることを明らかにした。さらに、電子顕微鏡の観

察でこの血液凝集塊は多数の「いが状赤血球」から形成されていることを証明

している。本研究は体外循環のアルカレミア環境下の血液凝集塊が「いが状赤

血球」に由来することを明らかにし、その対策にも言及した、安全な人工心肺

の運用に繋がる重要な研究と考えられる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに臨床工学の進歩に寄

与するところが大きいと認める。 
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